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Portuguese writer Wenceslau de Moraes sent a large amount of picture postcards to Portugal from 
Japan. 609 of them were donated to Tokushima city in 1989, and they are stored in the Moraes Museum located 
at the summit of Mt. Bizan. They were published as “Moraes no Ehagaki-shokan” and “Moraes Ehagaki-shu I - 
IV” respectively in 1994 and 2004, in Japan.   Independent from the collection in Tokushima, a book of picture 
postcard-collection entitled "Permanências e Errâncias no Japão" was published from Fundação Oriente in 2004 
in Portugal. In this paper, we characterized these books and summarized the data of the picture postcards 
concerning his living areas and tourist resorts where he visited. He was outing vigorously to famous temples, 
shrines, and tourist resorts in holiday while he lived in Kobe. However, such opportunity extremely reduced after 
he moved to Tokushima when he started a cloistered life. Although Buddhism gave a significant impact on his 
religious piety, that is able to be understood from his writings, his feeling to Shinto has been obscured. However, 
some picture postcards revealed his attraction to Shinto.  There is a Moraes’s photo that was taken at a waterfall 
when he lived in Kobe. The place is often explained as “Nunobiki-no-taki (Kobe Nunobiki Waterfall)”, but we 
found that the it was the “Tsutsumi-ga-taki” at Arima, now it is called “Tsuzumigataki Waterfall” in the 
Tsuzumigataki Park in Arima, Kobe. 
 
Key Words: Moraes Ehagaki-shu I-IV, Moraes no Ehagaki-shokan, Moraes’s Studies, Permanências e 
Errâncias no Japão, picture postcard, Wenceslau de Moraes 
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葉書書簡』が 1994 年（平成 6）に、友人達に送
った手紙をまとめた『ポルトガルの友へ・モラエ
スの手紙』が 1997 年（平成 9）に日本で刊行さ
れている。前者には 1910～1929 年（明治 43～












“Permanências e Errâncias no Japão”がポルト
ガルのオリエンテ財団（Fundação Oriente）か
ら2004年（平成16）に刊行された。同書のタイ







日本の郵便事業は 1871 年（明治 4）に始まり、
２年後の 1873 年（明治 6）に郵便葉書が発行さ
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スタ（Joaquin de Moraes Costa）とその夫人の
好意によってマルティンス氏に贈られたもので
ある 4）。 








半の 1910 年（明治 43）から亡くなる 1929 年
（昭和 4）までであり、年毎の枚数は 1910 年（明
治 43）から順に 104、50、113、111、91、38、
19、14、16、16、17、9、0、0、1、1、6、0、
1、2 となっている。1910 年（明治 43）～1914
年（大正 3）の 5 年間は、1912 年（明治 45、大












 また、徳島市コレクションを基に 2004 年（平
成 16）に『モラエス絵葉書集 I』～『〃 IV』が
徳島県立文学書道館から刊行された（I, II, III は




















“Permanências e Errâncias 
no Japão” （オリエンテ財団
刊行本）（2004） 
絵葉書の所在 徳島市コレクション （モラエス館所蔵） 同左 
カルロス・モンジャルディー
ノ氏所蔵 






裏側 縮小されて白黒で掲載 原寸大、カラーで全て掲載 原寸大、カラーで全て掲載 
表側の文章 日本語訳のみ オリジナルのまま全て掲載 6 枚についてのみ掲載 












































































（17） （22） （39） 
徳島県 131 27 158 
大阪府 33 29 62 
東京都 26 5 31 
滋賀県 24 6 30 
京都府 9 21 30 
神奈川県 14 12 28 
和歌山県 23 3 26 
奈良県 11 4 15 
三重県（すべて
伊勢） 3 9 12 
栃木県（すべて
日光） 2 4 6 
静岡県 2 1 3 
広島県 ̶ 3 3 
岡山県 1 1 2 
千葉県 2 ̶ 2 
山梨県 1 ̶ 1 
イギリス 1 1 2 
長崎 ̶ 1 1 
愛媛 ̶ 1 1 
中国 ̶ 1 1 
表 2 都道府県別の絵葉書の枚数 
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 モラエスが徳島に移り住んだのは 1913 年（大












ンテ財団刊行本中に 27 点存在する。これらは発 
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 1913 年（大正 2） 
  ９月 24 日 吉成（徳島市応神町）20）  
10 月下旬 小松島（11 月中旬にも訪ねた可
能性が高い）21） 
  12 月 22 日 神戸 22） 
 
 1914 年（大正 3） 
  春 和歌山の和歌浦紀三井寺 23） 
  5 月 6 日 石井町徳蔵寺 24） 
  6 月 8 日 池田 25） 
  6 月 12 日 鳴門市撫養 26） 
  6 月 21 日 神戸 27） 
  7 月 8 日 小松島 28) 
 
 1915 年（大正 4） 
  3 月 立江寺 29) 
  5 月 13 日 石井町地福寺 30) 
  5 月末 池田 31)   
 
 上の旅行時期を見ると 1914 年（大正 3）の前
半に比較的多く出かけている。彼の随想録『徳島




























表 3 訪問が確認された絵葉書の地域と場所 
神戸・大阪・徳島の市街地の風景、通り、橋、港など日常の生活圏の事物についてはここでは除外した。 
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に石井町の徳蔵寺に藤を見に行ったことを書き











れている。また、小松島へは 1913 年（大正 2）
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である 51)。写真の説明には「有馬皷下の瀧 Shimo 
water fall, Arima」と印刷されている。写真 c, d
にこれらの写真の比較を示すが、点線で囲った部




も含まれており、「攝津有馬皷ヶ瀧 TSUTSUMI       
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2）“Permanências e Errâncias no Japão”の日本
語版は出ていない。本書のタイトル、解説文、
モラエスの文章は本稿の筆者佐藤の訳による。 
3）『日本通信 V』13 章「絵はがき作り 社会の
全階層の芸術趣味の発展に対する影響 日本
の絵はがき収集狂」と題した記事（『定本モラ
エス全集 III』333-335 頁より） 
4）徳島市コレクションの歴史については『モラ
エスの絵葉書書簡』363 頁に解説がある。 
5）モラエスは 1854 年 5 月 30 日にポルトガル
のリスボンで生まれた。徳島県立文学書道館
の『モラエス絵葉書集 I』～『〃 IV』も 2004






de Moraes: fotobiografia” (Fundação 
Oriente, Lisboa, 1993) やモラエスの書簡を
まとめた“Wenceslau de Moraes, Cartas do 
Extremo Oriente”（「極東からの手紙」）の
編集に携わり、また“Antologia 2a edição 
(Clássicos da literatura portuguesa)”の序文
も書いている。 
7）湊川神社については “ Permanências e 



















考察」モラエス第 9号.1-8 頁（2006） 
17）『モラエスの絵葉書書簡』187 頁 





























19 世紀後半から 20 世紀初頭、ポルトガルの
王族は、夏の間ここに滞在することが多かっ
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Wenceslau de Moraes. “ Permanências e 
Errâncias no Japão”, Fundação Oriente, 
Lisboa (2004) 
 
